
研修計画策定/実施

研修計画策定/実施

到達目標：
・校内研修リーダーが勤務校に戻り、校内研修を計画して頂く際に、
どのようなポイントをおさえていく必要があるのかを知る。

・学校の実態に応じた取り組み計画の作成方法を知る。

・実施を継続させていくための仕掛けを知る。



研修計画策定/実施

ポイント

１．勤務校のスタート時点と研修後のゴールの姿を考える
出発点（現状）を見つめ，1年後、3年後の等の見通しを
持つ

２．校内の先生方の関心や学校の研究計画に沿った研修計画
のデザインを考える
ー① 校内研修のポイントを絞る
ー② 学校ではどの学習に焦点化して取り組むのか
ー③ どの場面での活用に関わる研修に取り組むか
ー④ 学習形態と関わってICTの活用場面を考える

３．年間計画例



研修計画策定/実施

１．出発点（現状）を見つめ，1年後、3年後の等の見通しを持つ
【推進校で見られる取組のステップ】

可能性・留意点などが職
員に検討され始めている

校内研修が不定期で
はあるが行われ始め
ている

整備が行われ始めて
いる

意味・意義・必要性が
職員に理解されている

計画的に校内研修が
行われている

整備が組織で計画的
に行われている（分
掌に位置付けて）

教員がICTを活用し
た授業改善取組を計
画的に実施

有効場面や，取組に関
わる情報の共有が行わ
れている

研修内容の記録が
残され，共有され
ている

整備に関する表や活
用運用マニュアルが
作成されている

子どものICT活用に
よる授業改善が試行
される

有効場面を組織で活かす
ための取組計画が作成さ
れている

研修内容を，評価を
通じ授業に生かす取
組を実施中

運用マニュアル等が
職員全員に活用され，
見通し与えている

子どものICT活用に
よる授業改善取組を
計画的に実施

教員のICT活用によ
る授業改善が試行さ
れる

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

意義面 研修面 ICT学習環境面 授業改善面
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②内容（教科内容）に
関する知識

①教育学（子ども理解・
教育方法に関する知識）
に関する知識

③技術に関する知識

④教育学的内容知識（とりわけ教科教育法と関わる知識）

AACTE Committee on Innovation and Technology (ed.)(2008) Handbook of Technological Pedagogical Content 
Knowledge (TPCK) for Educators. New York and London: Routledge.

どのようにそ
こでICTを用
いたらいいか
に関する知識

ICTに関する知識
（操作スキル含む）なぜそこで

ICTを用いる
のかに関す
る知識

２-① 校内研修のポイントを絞る
（勤務校の今の課題はどこか？）
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2-② 学校ではどの学習に焦点化して取り組むのか
（あなたの学校ではどの学習での活用に関心があると思いますか？）

テクノロ
ジーの利用

教育力・授業
実践力

教育内容に関する
知識

必要とされる内容
の習得に関心

内容の
確かな
習得

教科内容
の習得に
焦点化

より深い
学習への
挑戦

21世紀型能
力の育成に
焦点化

いつでもどこでも使えるテクノロジー

発見と内容の習得を仲間と共にしていく

教育力・授業
実践力

世界の中で知識の構築に挑み，
新しい知識を用いる

効果的な
教育理論

学びに勢いをつけるテ
クノロジー利用

自分たちで知識を作り上
げていく取り組み

新しい学習のパートナーシップ

深い学びのための課題設定

デジタル技術とリソース

大学

学校 自治体

NPO

Fullan,M. & Langworthy,M. (2014) A Rich Seam. Pearson.
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学習者
ペア・
グループ

成果の表現
共有

書画カメラ・電子黒板,タブレットPC,アプリケー
ション, デジタルコンテンツ，デジタル教科書

授業改善に直結
したICTの活用
（説明・提示）

表現活動におけ
るICTの活用

児童・生徒の個
別学習ツールと
してのICTの活用

実験・観察・調査
や体験活動を支え
るICTの活用

2-③ どの場面での活用に関わる研修に取り組むか

②

④協同学習

⑤協働学習

分業（調べる．まと
める）のツールとし
てのICTの活用

相互に振り返るツール
としてのICTの活用

知識構成にICTの活用

問題解決にチャレンジ
するときにICTを活用

③

ルール・道具

②－１個別指導
②－２自律的な
学習支援
③自分の考えを表現

①一斉指導

あなたの学校ですでに取り組
まれているのは何番の取組で
すか？これから取り組むとし
たら何番の取組ですか？

道具

ルール・道具

課題
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C

B

D

グループで課題に挑み考えを話し合う. 
グループの話し合いを通して自
分の考えを明確にして表現する

グループで１つの考えに絞る

ペア
グループ

2-④ 学習形態と関わってICTの活用場面を考える場合（１）

A

個人で考え，友達の話を聞く. 

個人
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課題

A課題
のグループ群

Ｂ課題
のグループ群

全体と討議で2つの課題解決

演繹的な学習：課題ごとにグループ群に
分かれて、複数の課題解決

課題

各グループ内
で課題の分担

分担された課題ごとにグループ
再編成

帰納的な学習：課題ごとにグループ
内で担当者を決めて分かれて、課題
ごとのグループで協働学習。その結
果を持ち寄って、複数の課題解決か
ら得られたルールや仕組みなど共
通に見いだされることを最初のグ
ループで話合い、全体で確認

最初のグルー
プに戻り発表

各課題解決から
引き出されたルー
ルの明確化

全
体

F

G
課題

グループ
内分業

全体と討議で、課題解決

課題解決に向けてグループ内で分業をし、
検討に必要な資料をそろえ検討・解決

E

グループ
内分業

グループ
内分業

2-⑤ 学習形態と関わってICTの活用場面を考える場合（２）
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３ 年間計画の事例（佐賀県）

計画策定のポイント

■１．校内研修の充実

年間計画の作成においては、「全体研修」に加え、
「個人研修」を位置づけることが大切

■２．学習指導での有効活用

年間指導計画の作成においては、授業実践の
中で、いかにICTを有効に活用していくかの視点が大切

9

佐賀県教育委員会 先進的ＩＣＴ利活用教育 活用ガイドブック（vol.1）
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３-① 年間計画の事例（基本期、向上期：４～７月初旬）

10

佐賀県教育委員会 先進的ＩＣＴ利活用教育 活用ガイドブック（vol.1）
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3-② 年間計画の事例（充実期、発展期：７月初旬～３月）

11

佐賀県教育委員会 先進的ＩＣＴ利活用教育 活用ガイドブック（vol.1）
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3-③ 年間計画の事例（通年）

12

佐賀県教育委員会 先進的ＩＣＴ利活用教育 活用ガイドブック（vol.1）
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• ゴールを見つめつつ、勤務校が今どのような状況か（出発
点）をしっかりおさえ、無理がない計画を立てる。（1年後
はここを目指す）。

• 研修計画を立てる上で、職員の課題や意識を明確にします。

（どのように使うかに目が行きますが、なぜ使うのかにこ

だわる教員もいるためです）

• 職員が手応えを感じる（授業が変わる。子どもに変化が見
られるなど）ことを、個々人で、学年で、学校全体で感じ
られるところから入ります。

13

研修計画策定と実施のポイント
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（参考）校内研修実施時のワンポイント

• 校内研修は成人の学びの場であることもおさえていく
– Andragogy（ドイツの教育者アレクサンダー・カップが1833が使用。後にアメリカの成人教育の理論家マルコ

ム・ノウルズが成人教育の主要概念として使用→1975）

• 成人は自分たちが学ぶことについてその計画と評価に直接関わる
必要がある[自己概念と学習への動機付け]

• 経験が学習活動の基盤を提供してくれる[経験]

• 成人は、自分たちの職業や暮らしに直接重要と思われるような
テーマについて学ぶことに最も興味を示す[学習へのレディネス]

• 成人の学習は、学習内容中心型ではなく、問題中心型である[学
習への方向付け]
– ノールズ，マルカム【著】 堀 薫夫/三輪 建二【監訳】『成人教育の現代的実践 - ペダゴジ－からアンドラゴジ－

へ 』鳳書房（2002/02）


